
・2014年6月30日までに投函をお願いします。なおFAX回答(046-242-9528)でも結構です。

建築生産関連科目の今後のあり方に関するアンケート

・同封の「抜粋資料」の全体は次のURLに公開されています：http://www.ae-works.jp/jisseki_d02.html

・本アンケートは「工業専門高等学校および大学の建築生産教育に関するアンケート」(2012年12月実施)
　の回答者にお願いしています。現在、科目「建築生産」等を担当されていない場合でも、ご回答下さい。

回答者
TEL：

氏名
e-mail:

ご自身が 「建築 産 等 講義

回答日
2014年　 月　  日

：

設問１．ご自身が担当する科目「建築生産」等の講義について

１－１．これまでに講義構成や進め方を大きく変えた経験：

※上記回答「Ｙ．ある」の場合、次の設問にお答え下さい。

 ①1回 ②数回 ③定期的に変更：概ね　　　年に1回の頻度

 ①新動向を講義に取り入れるため：代表例　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　１

(2)実施回数

(1)経験の有無 Ｙ．ある　　Ｎ．ない

 ②ご自身の研究成果を反映させるため  ③統計データ等をアップデートするため

 ④建築関連法規の改正があったため  ⑤指定教科書を変えたため

 ⑥その他：

１－２．講義構成や進め方を見直す現時点での予定：

※上記回答「Ｙ．ある」の場合、次の設問にお答え下さい。

(3)直近の変更
　 の理由
 (複数回答可)

 (1)予定の有無 Ｙ．ある　　Ｎ．ない

記 答 合 答

 ①今年度（2014年度） ②来年度（2015年度） ③2016年度以降

 ①講義に取り上げる教育項目の追加 ②講義に取り上げている教育項目の削除

 ③講義内容の順序の入れ替え ④講義の全体方針の変更

 ⑤その他：

 (2)見直し時期

 (3)主な見直し
　  の内容
　 (１つのみ)

設問２．『科目「建築生産」に関するシラバス計画資料』について（同封の「抜粋資料」参照）

※上記回答「Ｙ．役立つ」の場合、次の設問にお答え下さい。

 ①教育項目の一覧表（表2.1） ②講義類型と教育項目の対応表（表2.2)

 ③講義の進め方の比較表（表3.1、4.1、5.1） ④講義の進め方の例（図3.1～5.3）

２－１．この資料はご自身が担当する講義の見直しに役立つ
　　　　と思いますか。

 (2)役立つと思
われる資料

 (1)資料の
　  有用性

 Ｙ．役立つ
 Ｎ．役に立たない

 ⑤各種業務分野や新動向の選択傾向（付表1～2） ⑥その他：

※回答は「1-3a)」などの記号でお願いします。

　  われる資料

２－２．講義に追加したい内容を、表2.1の「教育項目の内訳(96項目)」の中からお選び下さい(最大５つ)。
　　　　また、割愛したい内容があればお答え下さい(最大５つ)。

 (1)追加候補 ① ② ③ ④ ⑤

裏に続く

⑤ (2)割愛候補 ① ② ③ ④



２－３．講義の進め方として参考にしたいものを、表3.1・表4.1・表5.1の３つの表の中から１つお選び下さい。

①特になし　　  ②進め方Ⅰa　　 ③進め方Ⅰb　　 ④進め方Ⅰc　　 ⑤進め方Ⅱa　　 ⑥進め方Ⅱb

⑦進め方Ⅱc　　 ⑧進め方Ⅲa　　 ⑨進め方Ⅲb　　 ⑩進め方Ⅲc

設問３ 建築生産関連科目に関する今後の教材について

⑦ ⑧ ⑨ ⑩

２－４．現在の講義方針を変えるとしたらどの類型になると思われますか。表2.3の中から１つお選び下さい。

 　①講義類型Ⅰ　　　②講義類型Ⅱ　　　③講義類型Ⅲ　　　④変えるつもりはない

設問３．建築生産関連科目に関する今後の教材について

①教科書　　　②ビデオ等の映像教材 　　　③その他：

３－２．今後の教材において、特に充実が望まれる教育項目を抜粋資料の表2.2(25項目)の中から最大３つまで
　　　　お選び下さい。

３－１．この科目について、最も充実が望まれる教材を１つお選び下さい。

※回答は「 など 記号で※回答は「2-3」などの記号で
　お願いします。

① ② ③

３－３　建築生産関連科目の教科書のあり方について、お考えをお持ちでしたらご記入下さい。

設問４．貴学科における今後の建築生産科目のあり方について

４－１．名称変更が望ましいと思う科目があればお答え下さい。 　　　　　 を　　　　　 へ
 (1)変更
　  内容

４－２．科目として増設することが望ましいと思う分野があれば１つお選び下さい。

①特になし　　　　②不動産分野　　　　③建築再生分野　　　　④住宅生産分野

⑤マンション管理分野 　　　　　　　　 ⑥ファシリティマネジメント分野　

 (2)理由

(1)分野
⑦非木造を中心とする施工分野　　　　　⑧木造に関する施工分野

⑨その他：

①学部学生に対して　　②大学院生に対して　　　③その他： (2)対象

 (3)理由

 (1)分野

アンケート回答ありがとうございました。なお不明な点がありましたら次の担当者にご連絡下さい。

アンケート担当：森田芳朗（東京工芸大学・准教授）　 e-mail：morita@arch.t-kougei.ac.jp　　　Tel&Fax：046-242-9528

研　究　代　表：佐藤考一（A/E WORKS・代表理事） e-mail：sato51@kit.hi-ho.ne.jp　　　　　Tel：03-6869-8472


